
第７回
みんなの「デキる」のために
あなたも、私も、みんなが

チーム DonTAC！！
DonTACでは、支援の必要な方々とかかわっている私たちが「やってみよう」「これいけるかも！」と思えるPower

を蓄え、実際に楽しみながら実践することで当事者の方々の「デキる」が増えると考えています。楽しいことも悩み
も共有することでみんなで「デキる」集団、チームDonTACを作り上げましょう！！
現在「ee-club」「築城AT・AAC倶楽部」「ICTコミュニケーション研究会」「Team  Finger」を中心に各地域

での活動を盛り上げていきます。

９：３０ 受付開始

  ９：５５ 午前のオープニング

１０：００ DonTACリレー「みんなのデキるを引き出すために！！」（※１）

①「楽しい教材で広がる！子どもたちとのコミュニケーション」

福岡県立太宰府特別支援学校 永尾美帆

②「うれしいだけじゃ、ダメですか？〜あの日の『できた』から10年後〜」

福岡県立直方特別支援学校 谷川 明衣

③「目指せ！ルンバの中の人」

福岡県立糸島特別支援学校 塩塚 敬介

１１：３０ DonTACカフェ（※２）

１２：３０ 昼休憩

１３：３０ 午後のオープニング〜屋台紹介〜

１４：００ 屋台（裏面参照）（※３）

１６：３０ 片付け（手伝っていただくと助かります）

１９：００ 懇親会 ※会費：5,500円（予定） 会場：癒猿（小倉北区）

期 日 ２０２５年６月１４日（土）

こちらからお願いします→ → → 

〆切：６月１１日（水）までにお願いします。

E-mail ： dontactac@gmail.com→ → → → → → → → →

場  所  ウェルとばた 多目的ホール＋α
  北九州市戸畑区汐井町1番6号 TEL：093-871-7200

協賛 日本教育情報学会特別支援教育AT研究会
九州地区e-AT研究会

参加費  １,０００円

申込み

（※１）DonTACメンバーがリレー形
式で実践や実践を支える考え
方など話題提供します。

定 員  ５０名

＜E-mail＞

連絡先

＜申込み＞

（※３）１６：３０まで屋台は開いてい
ます。全体でのクロージング的
なものはありませんので、参加
された方のタイミングでご帰宅
されOKです。

（※２）DonTACリレーの話題につ
いて小グループに分かれて意
見交換をします。

mailto:dontactac@gmail.com


＜店主＞・おしながき ＃・備考

屋
台
①

＜皇学館大学 大杉 成喜 様＞

eモルック持ち運び可能バージョン始めました

＃視線入力
＃モルック

屋
台
②

＜帝京大学教育学部初等教育学科 金森 克浩 様＞

いまさら聞けない「生成AI」入門
～初心者歓迎、特別支援教育にどのように使うか～

＃AI
＃ワークショップ

屋
台
③

＜福岡教育大学 中山 健 様＞

見本合わせ法(マッチング)を使って
仮名文字・漢字・英語の読みを獲得するアプリの紹介

＃マッチング
＃読み

屋
台
④

＜株式会社 ユニコーン 中島 勝幸 様，大立 敏己 様＞

miyasuku マルチボックスを活用した教材づくり

＃視線入力
＃教材作成

屋
台
⑤

＜北九州市立介護実習・普及センター 手嶋OT &古野PT＞

めっちゃ便利界隈

＃自助具

屋
台
⑥

＜佐賀のLAN 木田 啓二 様＞

進撃のとくがく・リバイバル ～心臓を捧げよ！自・情に捧げよ！～

＃特別支援学級
#自立活動
＃教材

屋
台
⑦

＜独立行政法人 国立高等専門学校機構熊本高等専門学校 福島 勇 様＞

読み書きの困難を軽減する（かもしれない）iPadのアプリや
標準アクセシビリティ

＃アクセシビリティ
＃読み書き
＃ワークショップ

屋
台
⑧

＜ee-club 本田＞

“Grip And Tap Switch”を使ってみませんか？
～3Dプリンターで作るスイッチや自助具紹介！（そして改造おもちゃも！）～

＃自助具
＃スイッチ

屋
台
⑨

＜チームDonTAC 久保，藤原＞

意欲ってだいじ、気持ちってだいじ♡

#モチベーション
#自作教材

屋
台
⑩

＜Team Finger 原，八垣，堀＞

教科と自立が同期する 日常が輝くグッドサイクル

#自作教材

屋
台
⑪

＜チームDonTAC 永尾＞

楽しい教材で広がる！子どもたちとのコミュニケーション

＃わくわく
＃自作教材

屋台紹介〜店主と話したり実機に触れたり楽しみ方はあなたしだい〜

※屋台とは…博多名物の屋台やお祭りの出店をイメージしてください。各屋台では、支援機器や
自作の教材、実践の様子など様々な店主がみなさんをお待ちしています。
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